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(57)【要約】
【課題】電池を搭載した車両において、少ないクラッシ 
ュストロークであっても、衝撃から電池を保護できる技 
術を提供すること。
【解決手段】電池パックは、電池モジュールと、電池モ 
ジュールに取り付けられるブラケットとを備える。電池 
モジュールの外殻部は、交差部において交差する第１側 
部と第２側部を備える。ブラケットは、交差部に接続さ 
れており、第１側部に対向するように配置される。ブラ 
ケットは、交差部を除いて前記第１側部から離間してい 
る。
【選択図】図４

審査請求　有　請求項の数　5　　ＯＬ　（全8頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 車 両 に 搭 載 さ れ る 電 池 パ ッ ク で あ っ て 、
　 電 池 モ ジ ュ ー ル と 、
　 電 池 モ ジ ュ ー ル に 取 り 付 け ら れ る ブ ラ ケ ッ ト と
　 を 備 え 、
　 前 記 電 池 モ ジ ュ ー ル の 外 殻 部 は 、 交 差 部 に お い て 交 差 す る 第 １ 側 部 と 第 ２ 側 部 を 備 え 、
　 前 記 ブ ラ ケ ッ ト は 、 前 記 第 １ 側 部 に 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ 、 前 記 交 差 部 に 接 続 さ れ 、  
前 記 交 差 部 を 除 い て 前 記 第 １ 側 部 か ら 離 間 し て い る
　 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 パ ッ ク で あ っ て 、
　 前 記 ブ ラ ケ ッ ト は 、 脚 部 と 脆 弱 部 を 有 し 、
　 前 記 脚 部 は 、 前 記 交 差 部 に 隣 接 し 、
　 前 記 脆 弱 部 は 、 前 記 脚 部 よ り も 前 記 第 １ 側 部 か ら 遠 い 位 置 に 存 在 し 、 前 記 脚 部 よ り 剛 性  
が 低 い
　 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 池 パ ッ ク で あ っ て 、
　 前 記 脆 弱 部 は 、 前 記 ブ ラ ケ ッ ト の う ち 前 記 第 １ 側 部 か ら 最 も 遠 い 位 置 に 存 在 す る
　 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 電 池 パ ッ ク で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 側 部 と 対 向 す る 前 記 ブ ラ ケ ッ ト の 面 は 、 ア ー チ 形 状 を 有 し て い る
　 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 電 池 パ ッ ク で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 側 部 が 、 前 記 車 両 の 側 面 に 対 向 す る よ う に 設 置 さ れ る
　 電 池 パ ッ ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 車 両 に 搭 載 さ れ る 電 池 パ ッ ク に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ は 、 車 両 の バ ッ テ リ 搭 載 構 造 を 開 示 し て い る 。 車 両 の バ ッ テ リ 搭 載 構 造 は 、  
バ ッ テ リ と 車 体 間 の ブ ラ ケ ッ ト 接 合 に よ り 、 衝 撃 時 に バ ッ テ リ が 車 体 と 干 渉 し な い よ う 構  
成 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ２ ０ － ８ ２ ８ １ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 願 発 明 者 は 、 車 両 に 搭 載 さ れ る 電 池 パ ッ ク に 関 し て 、 次 の よ う な 課 題 を 初 め て 認 識 し  
た 。 そ れ は 、 電 池 搭 載 量 を 増 加 す る と 、 そ の 代 償 と し て 、 衝 撃 が 加 わ っ た 際 の 余 長 で あ る  
ク ラ ッ シ ュ ス ト ロ ー ク が 小 さ く な っ て し ま い 、 結 果 と し て 電 池 が 損 傷 し や す く な る 、 と い  
う こ と で あ る 。 電 気 自 動 車 に お い て は 、 電 池 搭 載 量 を 大 き く す る こ と で 航 続 距 離 を 長 く で  
き る 。 一 方 で 、 電 池 に よ っ て 占 め ら れ る 空 間 が 大 き く な る こ と は 、 ク ラ ッ シ ュ ス ト ロ ー ク  
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が 小 さ く な る こ と を 意 味 す る 。 ク ラ ッ シ ュ ス ト ロ ー ク が 小 さ く な る こ と は 、 衝 撃 が 加 わ っ  
た 際 に 電 池 が 損 傷 す る リ ス ク を 高 め る こ と に 他 な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 開 示 の １ つ の 目 的 は 、 電 池 搭 載 量 を 大 き く し て も 、 す な わ ち ク ラ ッ シ ュ ス ト ロ ー ク が  
小 さ く て も 、 衝 撃 か ら 電 池 を 保 護 で き る 技 術 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 第 １ の 観 点 は 、 車 両 に 搭 載 さ れ る 電 池 パ ッ ク に 関 連 す る 。
　 電 池 パ ッ ク は 、
　 電 池 モ ジ ュ ー ル と 、
　 電 池 モ ジ ュ ー ル に 取 り 付 け ら れ る ブ ラ ケ ッ ト と
　 を 備 え る 。
　 電 池 モ ジ ュ ー ル の 外 殻 部 は 、 交 差 部 に お い て 交 差 す る 第 １ 側 部 と 第 ２ 側 部 を 備 え る 。
　 ブ ラ ケ ッ ト は 、 第 １ 側 部 に 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ 、 交 差 部 に 接 続 さ れ 、 交 差 部 を 除 い  
て 前 記 第 １ 側 部 か ら 離 間 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 ２ の 観 点 は 、 第 １ の 観 点 に 加 え て 、 次 の 特 徴 を 更 に 有 す る 。
　 ブ ラ ケ ッ ト は 、 脚 部 と 脆 弱 部 を 有 す る 。
　 脚 部 は 、 第 １ 側 部 と 第 ２ 側 部 の 交 差 部 に 隣 接 す る 。
　 脆 弱 部 は 、 脚 部 よ り も 第 １ 側 部 か ら 遠 い 位 置 に 存 在 し 、 脚 部 よ り 剛 性 が 低 い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 ３ の 観 点 は 、 第 ２ の 観 点 に 加 え て 、 次 の 特 徴 を 更 に 有 す る 。
　 ブ ラ ケ ッ ト に 設 け ら れ る 脆 弱 部 は 、 ブ ラ ケ ッ ト に お い て 第 １ 側 部 か ら 最 も 遠 い 位 置 に 存  
在 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ４ の 観 点 は 、 第 １ ～ ３ の 観 点 の い ず れ か に 加 え て 、 次 の 特 徴 を 更 に 有 す る 。
　 第 １ 側 部 と 対 向 す る ブ ラ ケ ッ ト の 面 は 、 ア ー チ 形 状 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ５ の 観 点 は 、 第 １ ～ ３ の 観 点 の い ず れ か に 加 え て 、 次 の 特 徴 を 更 に 有 す る 。
　 第 １ 側 部 が 、 車 両 の 側 面 に 対 向 す る よ う に 設 置 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 １ の 観 点 に よ れ ば 、 電 池 モ ジ ュ ー ル 外 殻 部 に 取 り 付 け ら れ る ブ ラ ケ ッ ト と 外 殻 部 の 第  
１ 側 部 は 、 交 差 部 で 接 続 し 、 交 差 部 以 外 で は 離 間 し て い る 。 し た が っ て 、 電 池 モ ジ ュ ー ル  
の 第 １ 側 部 に 向 か っ て 入 力 さ れ る 荷 重 は 、 ブ ラ ケ ッ ト と 交 差 部 を 介 し て 外 殻 部 の 第 ２ 側 部  
に 伝 達 さ れ る 。 第 １ 側 部 の 中 心 部 へ の 荷 重 伝 達 が 抑 制 さ れ る た め 、 電 池 モ ジ ュ ー ル 内 の 電  
池 本 体 が 衝 撃 か ら 保 護 さ れ る 。 電 池 本 体 が 衝 撃 か ら 保 護 さ れ や す く な る た め 、 ク ラ ッ シ ュ  
ス ト ロ ー ク を 減 ら す こ と が 可 能 と な る 。 こ の こ と は 、 電 池 搭 載 量 の 向 上 に 寄 与 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ２ の 観 点 に よ れ ば 、 ブ ラ ケ ッ ト に 部 分 的 に 脆 弱 部 が 設 け ら れ る 。 脆 弱 部 は 、 ブ ラ ケ ッ  
ト の 脚 部 と 比 較 し て 、 剛 性 が 小 さ く 設 定 さ れ て い る 。 第 １ 側 部 に 向 か っ て 入 力 さ れ る 荷 重  
に よ っ て ま ず 脆 弱 部 が 変 形 ま た は 破 断 す る 。 脆 弱 部 が 変 形 ま た は 破 断 す る こ と に よ り 衝 撃  
エ ネ ル ギ ー が 吸 収 さ れ る 。 こ の こ と も 電 池 モ ジ ュ ー ル 内 の 電 池 本 体 の 保 護 に 寄 与 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ３ の 観 点 に よ れ ば 、 ブ ラ ケ ッ ト 内 に 存 在 す る 脆 弱 部 は 第 １ 側 部 か ら 最 も 遠 い 位 置 に 設  
け ら れ る 。 こ の 位 置 は 、 外 部 に 最 も 近 い 位 置 で あ る か ら 、 衝 撃 時 の 荷 重 を 受 け や す い 位 置  
で あ る 。 し た が っ て 、 第 １ 側 部 か ら 最 も 遠 い 位 置 に 脆 弱 部 を 設 け 、 衝 撃 エ ネ ル ギ ー の 吸 収  
を 図 る こ と は 、 衝 撃 時 の 電 池 の 保 護 に 貢 献 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ４ の 観 点 に よ れ ば 、 ブ ラ ケ ッ ト の 第 １ 側 部 に 対 向 す る 面 が ア ー チ 形 状 と な っ て い る 。  
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ア ー チ 形 状 と す る こ と に よ り 、 ア ー チ の 頂 部 か ら 交 差 部 に 向 け て 、 効 率 よ く 荷 重 を 伝 達 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ５ の 観 点 に よ れ ば 、 第 １ 側 部 が 、 車 両 の 側 面 に 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ る 。 本 開 示 は  
、 車 両 前 後 方 向 と 比 較 し て ク ラ ッ シ ュ ス ト ロ ー ク が 小 さ く な り や す い 車 両 側 面 か ら の 衝 撃  
時 に 特 に 有 効 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 電 池 パ ッ ク を 搭 載 し た 車 両 の 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 比 較 例 を 説 明 す る た め の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 課 題 を 説 明 す る た め の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 開 示 の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 池 パ ッ ク の 構 成 例 お よ び そ の 効 果 を 示 す 概 略 図 で あ  
る 。
【 図 ５ 】 本 開 示 の 実 施 の 形 態 に 係 る ブ ラ ケ ッ ト の 構 成 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 開 示 の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 池 パ ッ ク の 他 の 構 成 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 本 開 示 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 １ ． 主 要 構 成
　 図 １ は 、 電 池 パ ッ ク １ を 搭 載 し た 車 両 １ ０ ０ の 概 略 図 で あ る 。 図 １ に 示 す ｘ 軸 方 向 は 、  
電 池 パ ッ ク １ を 搭 載 し た 車 両 １ ０ ０ の 前 方 向 に 相 当 す る 。 同 様 に 、 ｙ 軸 方 向 は 、 車 両 １ ０  
０ の 前 方 か ら 見 た 時 の 左 方 向 に 、 z 軸 方 向 は 車 両 １ ０ ０ の 上 方 向 に 向 か う 方 向 に 相 当 す る  
。 電 池 パ ッ ク １ は 、 例 え ば 、 Ｂ Ｅ Ｖ 、 Ｐ Ｅ Ｖ 、 Ｈ Ｅ Ｖ 等 の 電 気 自 動 車 の 電 源 と し て 用 い ら  
れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 電 池 パ ッ ク １ は 、 １ つ 以 上 の 電 池 モ ジ ュ ー ル ３ ０ お よ び 電 池 ケ ー ス ２ を 含 ん で い る 。 １  
つ 以 上 の 電 池 モ ジ ュ ー ル ３ ０ は 、 電 池 ケ ー ス ２ 内 に 収 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ は 、 比 較 例 に 係 る 電 池 モ ジ ュ ー ル ３ ０ の 構 成 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ 中 の （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 電 池 モ ジ ュ ー ル ３ ０ は 、 電 池 ス タ ッ ク ３ ０ ０ を 収 容  
可 能 で あ り 、 車 両 外 部 か ら 入 力 さ れ る 荷 重 に 抵 抗 す る た め の 外 殻 部 ３ １ を 備 え て い る 。 つ  
ま り 、 電 池 ス タ ッ ク ３ ０ ０ は 、 外 殻 部 ３ １ 内 に 収 容 さ れ る 。 電 池 ス タ ッ ク ３ ０ ０ は 多 数 の  
電 池 セ ル が 集 積 す る こ と に よ り 構 成 さ れ る 。 電 池 セ ル は 、 充 放 電 可 能 な 二 次 電 池 、 例 え ば  
リ チ ウ ム イ オ ン 二 次 電 池 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 外 殻 部 ３ １ は 、 第 １ 側 部 １ ０ と 第 ２ 側 部 ２ ０ を 備 え て い る 。 第 １ 側 部 １ ０ と 第 ２ 側 部 ２  
０ は 、 交 差 部 １ ２ に お い て 交 差 し て い る 。 第 １ 側 部 １ ０ と 第 ２ 側 部 ２ ０ は 、 交 差 部 １ ２ に  
お い て 直 交 し て い て も よ い 。 図 ２ に 示 さ れ る 例 で は 、 第 １ 側 部 １ ０ は 、 車 両 側 面 と 対 向 し  
て い る 。 第 １ 側 部 １ ０ は エ ン ド プ レ ー ト と 呼 ば れ る こ と も あ る 。 ま た 、 外 殻 部 ３ １ は 、 第  
１ 側 部 １ ０ と 第 ２ 側 部 ２ ０ 以 外 に 、 底 面 （ 図 ２ に お け る x y 平 面 に 沿 っ た 平 面 ） お よ び 底  
面 と 平 行 な 別 の 面 を 有 し 、 略 直 方 体 形 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ 中 の （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 電 池 モ ジ ュ ー ル ３ ０ は 、 外 殻 部 ３ １ に 取 り 付 け ら れ  
た ブ ラ ケ ッ ト ３ ２ Ａ を 介 し て 電 池 ケ ー ス ２ と 接 合 具 ２ Ａ で 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ２ ． 課 題
　 本 願 発 明 者 は 、 上 記 の よ う な 電 池 パ ッ ク １ に 関 し て 、 次 の よ う な 課 題 を 初 め て 認 識 し た  
。 そ れ は 、 電 池 搭 載 量 を 増 加 す る と 、 そ の 代 償 と し て 、 衝 撃 が 加 わ っ た 際 の 余 長 で あ る ク  
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ラ ッ シ ュ ス ト ロ ー ク が 小 さ く な っ て し ま い 、 結 果 と し て 電 池 モ ジ ュ ー ル 内 の 電 池 本 体 が 損  
傷 し や す く な る 、 と い う こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 電 気 自 動 車 に お い て は 、 電 池 搭 載 量 を 大 き く す る こ と で 航 続 距 離 を 長 く で き る 。 一 方 で  
、 電 池 に よ っ て 占 め ら れ る 空 間 が 大 き く な る こ と は 、 ク ラ ッ シ ュ ス ト ロ ー ク が 小 さ く な る  
こ と を 意 味 す る 。 ク ラ ッ シ ュ ス ト ロ ー ク が 小 さ く な る こ と は 、 衝 撃 が 加 わ っ た 際 に 電 池 本  
体 が 損 傷 す る リ ス ク を 高 め る こ と に 他 な ら な い 。 し た が っ て 、 電 池 搭 載 量 を 大 き く し て も  
、 す な わ ち ク ラ ッ シ ュ ス ト ロ ー ク が 小 さ く て も 、 衝 撃 か ら 電 池 本 体 を 保 護 す る 構 造 が 求 め  
ら れ る 。 特 に 、 電 池 本 体 と 車 両 外 部 の 距 離 が 短 い 、 車 両 側 面 方 向 か ら の 衝 撃 時 に お い て こ  
の よ う な 構 造 が 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 比 較 例 に お け る 側 突 時 の 荷 重 伝 達 の 様 子 を 説 明 す る 。 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 比 較 例 で  
は 、 ブ ラ ケ ッ ト ３ ２ Ａ が 第 １ 側 部 １ ０ の 全 体 に 渡 っ て 接 続 し て い る 。 し た が っ て 、 第 １ 側  
部 １ ０ に 向 か っ て 外 部 か ら 荷 重 ２ ０ ０ が 加 わ る 際 、 ブ ラ ケ ッ ト ３ ２ Ａ を 通 じ て 第 １ 側 部 １  
０ の 全 体 に 荷 重 ２ ０ ０ が 伝 達 し て し ま う 。 第 １ 側 部 １ ０ の ブ ラ ケ ッ ト ３ ２ Ａ の 反 対 側 に は  
、 電 池 ス タ ッ ク ３ ０ ０ が 収 容 さ れ て い る た め 、 こ の 場 合 、 荷 重 ２ ０ ０ が 電 池 ス タ ッ ク ３ ０  
０ に 容 易 に 伝 達 し 、 結 果 と し て 電 池 ス タ ッ ク ３ ０ ０ が 損 傷 し や す い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ３ ． 本 開 示 の 特 徴
　 上 段 で は 、 電 池 搭 載 量 を 大 き く す る こ と に よ る 衝 撃 時 の 電 池 の 損 傷 リ ス ク に つ い て 言 及  
し た 。 そ こ で 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 ブ ラ ケ ッ ト ３ ２ と 第 １ 側 部 １ ０ と を 離 間 さ せ 、 荷 重 ２  
０ ０ を 第 １ 側 部 １ ０ で は な く 、 第 ２ 側 部 ２ ０ へ 伝 達 す る こ と で 、 電 池 ス タ ッ ク ３ ０ ０ が 受  
け る 損 傷 を 抑 え る 構 造 を 提 案 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 　 図 ４ は 、 本 開 示 の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 池 パ ッ ク １ の 構 成 例 お よ び そ の 効 果 を 示 す 概 略  
図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ 中 の （ Ａ ） は 本 実 施 の 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 ブ ラ ケ ッ ト ３ ２ は 第 １ 側 部 １ ０ と  
第 ２ 側 部 ２ ０ の 交 差 部 １ ２ と 接 続 し て お り 、 交 差 部 １ ２ 以 外 に お い て は 第 １ 側 部 １ ０ と ブ  
ラ ケ ッ ト ３ ２ は 離 間 し て い る 。 こ れ に よ り 、 図 ４ 中 の （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ 側 部  
１ ０ に 向 か っ て 加 わ る 荷 重 ２ ０ ０ は 、 ブ ラ ケ ッ ト ３ ２ か ら 交 差 部 １ ２ を 経 て 第 ２ 側 部 ２ ０  
に 伝 達 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 衝 撃 時 に 電 池 ス タ ッ ク ３ ０ ０ を 保 護 す る 効 果 が 期 待 で き る 。  
そ し て 、 電 池 ス タ ッ ク ３ ０ ０ が 衝 撃 か ら 保 護 さ れ や す く な る た め 、 ク ラ ッ シ ュ ス ト ロ ー ク  
を 減 ら す こ と が 可 能 と な る 。 こ の こ と は 、 電 池 搭 載 量 の 向 上 に 寄 与 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ５ は 、 本 開 示 の 実 施 の 形 態 に 係 る ブ ラ ケ ッ ト ３ ２ の 構 成 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ 中 の （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 ブ ラ ケ ッ ト ３ ２ に 部 分 的 に 脆 弱 部 ３ ２ ａ を 設 け て も  
よ い 。 脆 弱 部 ３ ２ ａ は 、 ブ ラ ケ ッ ト ３ ２ が 第 １ 側 部 １ ０ と 隣 接 し て い る 部 分 （ 脚 部 ３ ２ ｂ  
） と 比 較 し て 、 剛 性 が 小 さ く 設 定 さ れ て い る 。 第 １ 側 部 に 向 か っ て 入 力 さ れ る 荷 重 に よ っ  
て ま ず 脆 弱 部 ３ ２ ａ が 変 形 ま た は 破 断 す る 。 脆 弱 部 ３ ２ ａ が 変 形 ま た は 破 断 す る こ と に よ  
り 衝 撃 エ ネ ル ギ ー が 吸 収 さ れ 、 電 池 ス タ ッ ク ３ ０ ０ の 保 護 に 寄 与 す る 。 な お 、 脆 弱 部 ３ ２  
ａ を 実 現 す る 方 法 と し て 、 局 所 的 に 断 面 積 を 小 さ く し て も よ い し 、 局 所 的 に 材 質 を 変 え て  
も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 更 に 、 図 ５ 中 の （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 脆 弱 部 ３ ２ ａ を 第 １ 側 部 か ら 最 も 遠 い 位 置 （  
位 置 Ｙ １ ） に 設 け て も よ い 。 位 置 Ｙ １ と い う の は 、 す な わ ち 、 車 両 外 部 に 最 も 近 い 位 置 と  
い う こ と で あ る か ら 、 衝 撃 時 の 荷 重 を 最 も 受 け や す い 位 置 で あ る 。 し た が っ て 、 位 置 Ｙ １  
に 脆 弱 部 を 設 け 、 衝 撃 エ ネ ル ギ ー の 吸 収 を 図 る こ と は 、 電 池 ス タ ッ ク ３ ０ ０ を 保 護 す る こ  
と に 貢 献 す る 。



10

20

30

40

50

JP 2025-35246 A 2025.3.13(6)

【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 ブ ラ ケ ッ ト ３ ２ の 形 状 と し て は 、 図 ５ 中 の （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ 側 部 １  
０ に 対 向 す る 面 ３ ２ ｃ が ア ー チ 形 状 で あ っ て も よ い 。 ア ー チ 形 状 と す る こ と で 、 荷 重 を 効  
率 よ く 脚 部 ３ ２ ｂ を 経 て 第 ２ 側 部 ２ ０ へ 伝 達 す る こ と が で き る 。 ま た 、 同 図 の よ う な 、 長  
方 形 の 板 に 対 し ア ー チ 形 状 の 切 り 欠 き を 設 け る 形 態 に お い て は 、 ブ ラ ケ ッ ト ３ ２ に 、 幅 が  
広 い 肩 部 ３ ２ ｄ が 形 成 さ れ る 。 肩 部 ３ ２ ｄ は 幅 が 広 い た め 、 ブ ラ ケ ッ ト ３ ２ と 電 池 ケ ー ス  
２ を 接 合 す る た め の 孔 ３ ２ ｅ を 設 け る こ と が で き る 。 こ の こ と は 、 ブ ラ ケ ッ ト ３ ２ と 電 池  
ケ ー ス ２ の 接 合 を 簡 易 に 行 う こ と が で き る こ と を 意 味 す る 。 更 に 、 ア ー チ の 頂 部 で 最 も 断  
面 積 が 小 さ く な る た め 、 上 述 し た 脆 弱 部 ３ ２ ａ が 形 成 さ れ る こ と と な り 、 衝 撃 エ ネ ル ギ ー  
の 吸 収 が 期 待 で き 、 電 池 の 保 護 に 貢 献 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ６ は 、 本 開 示 の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 池 パ ッ ク １ の 他 の 構 成 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ６ 中 （ Ａ ） に は 、 よ り 具 体 的 な 実 施 の 形 態 が 示 さ れ て い る 。 第 １ 側 部 １ ０ は 交 差 部 １  
２ と 隣 接 し た 凸 部 １ ３ を 有 し て い る 。 ブ ラ ケ ッ ト ３ ２ は 図 ５ 中 の （ Ｂ ） に 示 し た 例 の よ う  
に 、 第 １ 側 部 １ ０ に 対 向 す る 面 ３ ２ ｃ が ア ー チ 形 状 を 有 し て お り 、 脚 部 ３ ２ ｂ は 、 z 軸 方  
向 に 厚 み を 有 し て い る 。 脚 部 ３ ２ ｂ の 上 面 は 、 凸 部 １ ３ の 上 面 と 段 差 が 無 い よ う に 組 み 合  
わ さ れ 、 x y 平 面 に 沿 っ た 平 面 ３ ３ を 形 成 す る 。 平 面 ３ ３ に は 凸 部 １ ３ と 脚 部 ３ ２ ｂ と の  
境 界 を 跨 ぐ よ う に 接 合 プ レ ー ト ４ ０ が 設 置 さ れ る 。 凸 部 １ ３ お よ び 脚 部 ３ ２ ｂ は 、 接 合 プ  
レ ー ト ４ ０ を 貫 通 す る ボ ル ト ４ １ に よ っ て 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 本 開 示 の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 ４ お よ び 図 ６ 中 の （ Ａ ） に お い て は 、 ブ ラ ケ ッ ト ３  
２ と 第 １ 側 部 １ ０ が 接 触 し て い る が 、 交 差 部 １ ２ の 態 様 と し て 、 図 ６ 中 の （ Ｂ ） に 示 さ れ  
る よ う に ブ ラ ケ ッ ト ３ ２ と 第 ２ 側 部 ２ ０ が 接 触 す る 形 態 で あ っ て も よ い 。 す な わ ち 、 交 差  
部 １ ２ を 構 成 す る 第 １ 側 部 １ ０ お よ び 第 ２ 側 部 ２ ０ の ど ち ら が ブ ラ ケ ッ ト ３ ２ と 接 触 し て  
も よ く 、 第 ２ 側 部 ２ ０ が ブ ラ ケ ッ ト ３ ２ と 接 触 す る 場 合 で も 、 本 開 示 の 効 果 を 発 揮 す る こ  
と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 提 案 さ れ る 電 池 パ ッ ク １ は 、 車 両 １ ０ ０ の 前 後 方 向 と 比 較 し て ク ラ ッ シ ュ ス ト ロ ー ク が  
小 さ く な り や す い 車 両 １ ０ ０ の 側 面 か ら の 衝 撃 時 に 特 に 有 効 で あ る 。 た だ し 、 電 池 パ ッ ク  
１ の 配 置 方 向 や 衝 撃 が 加 わ る 方 向 は 、 本 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ な い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 　 １ ： 電 池 パ ッ ク 、 ２ ： 電 池 ケ ー ス 、 １ ０ ： 第 1 側 部 、 ２ ０ ： 第 ２ 側 部 、 １ ２ ： 交 差 部
　 　 １ ３ ： 凸 部 、 ３ ０ ： 電 池 モ ジ ュ ー ル 、 ３ １ ： 外 殻 部 、 ３ ２ ： ブ ラ ケ ッ ト
　 　 ３ ２ ａ 脆 弱 部 、 ３ ２ ｂ ： 脚 部 、 ４ ０ ： 接 合 プ レ ー ト 、 １ ０ ０ ： 車 両 、 ２ ０ ０ ： 荷 重
　 　 ３ ０ ０ ： 電 池 ス タ ッ ク
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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